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中性子測定は、地下実験など極低バックグラウンド実験の背景事象の理解や、加速器中性子源の中性子強度のモニター

など多くの用途がある。超微粒子原子核乾板(以下 NIT)は、検出器内部に AgBr;I 結晶が高密度に分散され、その 1 つ 1 つ

が荷電粒子に対するセンサーとなる。NIT は sub-μm の空間分解能で中性子が反跳した検出器内部の水素原子核(陽子)飛

跡を 3 次元トラッキングが可能な固体飛跡検出器であるため、高いγ線除去能を持ち、sub-MeV 帯の中性子に対してもエ

ネルギー分解能持つ。さらに、高い位置分解能と方向決定精度を持つため、中性子イメージングにも適している。本解析

では 2μm~数 100μm の飛跡を対象とし、0.25~数 MeV の中性子エネルギーに相当する。検出器の性能評価は、産業技術

総合研究所(AIST)にて NIT に単色中性子ビームを入射させたサンプルを用いる。自動撮像装置と自動トラッキング解析に

より Fig.1 のような反跳陽子飛跡を取得する。その飛跡の始点終点の座標から飛跡長とビーム軸に対する散乱角度を得る。

取得した陽子のエネルギーEp(keV)と散乱角度θを用いて中性子エネルギー En=Ep/cos2θ …(1)を再構成する。Fig.2(a) 

は 880keV 単色中性子を照射したサンプルの本解析で検出された反跳陽子の散乱角度とエネルギーである。陽子のエネル

ギーは運動学的な理想曲線に沿って分布している。(b)は反跳陽子エネルギーと散乱角度から再構成した中性子エネルギー

(En)の分布である。再構成した中性子エネルギーのピーク値は(852±44)keV であり、エラーの範囲で照射エネルギーと一

致した。その測定精度は半値全幅 32%@880keV であり、これは陽子の反跳エネルギーと散乱角度が高精度で測定出来て

いる証拠である。今後産総研で再度 200keV 単色中性子ビーム照射を行い、より低エネルギー閾値での中性子測

定を予定している。 
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Fig1. Recoil proton track in NIT represents the scattering angle with respect 

to the beam axis. Range is about 5μm(Ep≈500keV) 

Fig2. (a)Scattering angle vs Proton energy,(b)Neutron energy 

reconstructed by Ep and cosθ 
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